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No. 圏域 大項目 中項目 項目 意見・質問等の概要 回答の概要 その後の措置状況等 担当課

1 06益田 08その他
（共通）

01県の組織 行政組織の
縦割りにつ
いて

・民間企業では、テーマに応じてプロジェクト
チームを組んで、テーマがなくなれば解散する。
これは縦割りを消す横の繋がり。こういう機動力
が行政には少ないので、プロジェクトチームにつ
いても考えてほしい。

・健康福祉部の仕事については、様々な業務をいろいろ
な部署でやっている状況で、どんな切り口でやっていく
のか難しい面がある。例えばがん対策も健康推進課と医
療政策課で重なっており、どんな形でやったら良いの
か、時々組織も変えて模索している。
・今やろうとしていることを一番早く確実にやっていく
ことを考えると、ご指摘のとおりプロジェクトチームを
作ることについてもやっていく必要があると思う。行政
は、一旦決めた組織を壊しにくいというのは、ご指摘の
とおりであると思う。フレキシブルに、一番良い手だて
を考えていく必要がある。

回答のとおり 健康福祉
総務課

2 01松江 08その他
（共通）

02公聴会 公聴会での
意見の反映
について

・意見を述べることの意義を疑問に感じている。
昨年、一昨年にも後でまた話し合いましょうと言
われたが、実現せずに県の方は異動になってし
まった。
・意見が少しでも反映されたら知らせて貰うな
ど、意見を述べた努力が報われるような対応をし
て欲しい。

・こうした意見交換の場は大切であると考えている。
・公聴会の場でお聞きした意見については、意見・回答
の概要に加えてその後の措置状況等を記入した資料を作
成し、出席された団体あてに送付するとともに、県の
ホームページにも掲載しているので、ご理解頂きたい。
・この公聴会とは別に、障がい者団体の方々と健康福祉
部長との意見交換会を８月下旬に予定している。

回答のとおり 障がい福
祉課

3 06益田 08その他
（共通）

02公聴会 公聴会の提
出データに
ついて

・参考資料のデータに平成２０年のものがあり、
データとして古すぎる。最新の数字を出すのが手
間がかかるので、今ある数字を使っておこうとい
う印象である。

・今回のデータには公表できる数字を提出している。
・集計中の数字や未確定の数字も持っているが、今回は
公表できる数字を示しているので、ご理解いただきた
い。
・いろいろな議論に出来るだけ直近の数字、データを示
すべきだというのはご指摘のとおりであると思う。

・可能な限り、直近のデータ等を資料とし
て提示していきたい。

健康福祉
総務課

・昨年も同様のお話しがあり、第一歩として圏域ごとの
データ比較を作ってみたところ。資料づくりを工夫して
いくことと併せ、圏域でお聞きした話をどう生かしてい
くのが一番良いのか考えて参りたい。
・数字で見ると、益田圏域は平均的な数字である。
・圏域での団体の方へのご案内出席については、それぞ
れの圏域で事情があり、公聴会が開始された当初の出
席・欠席がそのまま続いていたりということがあるかも
しれない。
・介護保険においては、事業者の皆様方と具体的な議論
をする場を公聴会とは別に持っている。今後、会議の運
営や資料については併せて検討していきたい。

・公聴会でお聞きした意見については、意
見、回答の概要に加えその後の措置状況等を
記入した資料を作成し、出席された方あてに
送付している。
・出席される方へのご案内については、毎年
度見直しをしている。介護保険関係団体の方
への出席についても働きかけたい。

健康福祉
総務課

公聴会意見
のフォロー
アップ、開
催のあり方
等について

・昨年の公聴会意見がその後予算措置されたと
か、こうなったとかのフォローアップはどうなっ
ているか。
・益田圏域は他の圏域と比べここが良いとかここ
を課題と考えているとかということを行政から提
出して貰い、圏域の地域づくりに生かすことを考
えていくべきではないか。
・益田圏域の公聴会では、介護保険関係団体の参
加がない。理由は如何。

4 06益田 08その他
（共通）

02公聴会
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・益田圏域は他圏域に比べ、健康づくりの組織が非常に
良く整い、地域の力を引き出すのが上手だと思う。
・例を挙げると平成１３，１４年頃は、益田は県下の自
殺死亡率がトップであった。そのころ地域から自殺のこ
とをもっと勉強しなければという声が上がり、組織やい
ろいろな場で勉強された。その結果、他圏域が横ばいな
のに益田圏域は自殺死亡率が年々下がっている。
・こうした地域の力を利用して、地域保健の分野でいう
と、先ほどからご提案のあったがん検診の受診率を上げ
ていくことを一つファクターとして取り組めば、どんど
んやっていける要素はあると思う。いろんなデータ特に
自殺死亡率を見ると、益田圏域は地域の繋がりが非常に
強いし、それを前向きに活かせる圏域であるので、良い
方向に進むよう力を貸していただきたい。

・住民代表の方や各関係機関の構成団体から
なる益田圏域健康長寿しまね推進会議等にお
いて、地域の実態や課題を整理しながら、健
康づくりに取り組んでいる。
今後も、皆様方ともに地域の状況に応じた健
康なまちづくりをめざして取り組んでいきた
い。

健康推進
課

5 01松江 08その他
（共通）

03その他 健康福祉部
の運営方針
について

・平成２２年度の運営方針について、もう少し具
体的に数値目標とか示されなければ、どう評価し
て良いか分からない。
・保健所の問題など、重要かなと思うが今後保健
所業務をどのように考えられているか全く見えて
こない。あり方の検討等は慎重にお願いしたい。

・健康福祉部の運営方針は非常に概略的に書いているの
で、ご理解しづらい点、分かりにくい点があると思う。
特に保健所の事についてご指摘頂いたが、保健所は昨年
の新型インフルエンザなど健康危機管理の問題などク
ローズアップされている。
・国においては、地域保健方針の検討が始まったとこ
ろ。先ほど紹介した健康危機管理等について今後のあり
方の検討を始めている。こういった動向を見ながら、県
としても今後の動向を見極めていきたい。

回答のとおり 健康福祉
総務課
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